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伝
わ
る
文
章
に
す
る
た
め
、
不

必
要
な
こ
と
は
、
徹
底
し
て
省

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
「
読
ま
れ
て
、
伝
わ
る
議
会

広
報
誌　

ド
ラ
ッ
カ
ー
に
学

ぶ
」

　

広
報
誌
は
住
民
と
議
会
と
の

良
好
な
関
係
作
り
に
大
事
な
役

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
目

線
で
作
成
し
て
誰
に
読
ん
で
ほ

し
い
の
か
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を

す
る
べ
き
と
学
び
ま
し
た
。

③
「
優
秀
賞
受
賞
誌
か
ら
学
ぶ

企
画
編
集
」

　

表
紙
は
シ
リ
ー
ズ
方
式
で
、

住
民
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま

し
た
。
大
き
く
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
表
題
で
、
読
み
手
に
次
に

何
か
あ
る
の
か
を
想
像
さ
せ
る

文
章
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
「
伝
わ
る
」
広

報
誌
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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こんな活動もしています
レポート

　

10
月
25
日
、
東
京
都
の

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で

行
わ
れ
た
広
報
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

①
「
分
か
り
や
す
く
、
伝
わ
る

広
報
誌
の
表
記
」

　

町
民
に
読
ま
れ
る
た
め
の
配

慮
が
必
要
で
、
分
か
り
や
す
く

委
員
全
員
で
読
み
や
す
さ
を
追
求
し
ま
す

住
民
と
議
会
と
の

　

良
い
関
係
づ
く
り
の
た
め
に

広
　
　
報

　

10
月
4
日
、
第
2
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
決
算
認
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
認
定
で

は
、
高
額
医
薬
品
や
医
療
機
器

な
ど
の
購
入
お
よ
び
入
院
患
者

の
大
幅
な
減
少
で
経
営
状
況
が

厳
し
く
な
る
中
で
職
員
が
一
丸

と
な
り
経
営
改
善
に
努
め
ま
し

た
が
、
４
０
７
９
万
円
の
赤
字

計
上
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

58
億
９
７
７
１
万
円

　

支
出　

59
億
３
８
５
０
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入　

１
億
６
７
７
０
万
円

　

支
出　

４
億
９
７
６
７
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

い
ま
し
た
。）

�

（
報
告
者
　
阿
部
泰
藏
）

　

10
月
24
日
、
第
2
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
財
政

調
整
基
金
の
積
立
金
や
南
分
署

の
庁
舎
屋
上
防
水
工
事
等
の
平

成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
3
件

が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

　

収
入　

24
億
９
２
０
１
万
円

　

支
出　

24
億
５
４
９
５
万
円
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10
月
24
日
、
第
3
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年

度
決
算
認
定
、
平
成
28
年
度
補

正
予
算
な
ど
6
件
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
認
定

　

歳
入　

46
億
６
３
６
９
万
円

　

歳
出　

46
億
５
５
９
０
万
円

（
決
算
額
は
一
般
会
計
、
し
尿

処
理
事
業
特
別
会
計
、
ご
み
処

理
事
業
特
別
会
計
の
合
計
）
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一※

部
事
務
組
合
報
告

入
院
患
者
大
幅
減

な
ど
で
赤
字
計
上

藤
田
病
院
組
合
議
会

※
一
部
事
務
組
合
と
は

　

複
数
の
市
町
村
が
、
事
務

の
一
部
を
共
同
で
行
う
た
め

に
設
置
す
る
団
体

南
分
署
の
庁
舎
屋
上

防
水
工
事
な
ど
を
補
正

計
画
的
な
事
業
執
行
に

よ
り
黒
字
計
上

伊
達
地
方
消
防
組
合

議
会

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
議
会
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優
れ
た
実
績
の
あ
る
吉
島
地
区

の
取
り
組
み
を
映
像
で
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
と
専
任
の
事
務
局
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
5
年

に
街
並
み
保
存
運
動
が
起
こ
り

ま
し
た
。
平
成
14
年
に
酒
問
屋

を
修
復
し
て
伊
勢
河
崎
商
人
館

と
し
て
再
生
し
、
空
き
蔵
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
市
河
崎
地
区
の
街
並
み

保
存
と
商
人
空
き
蔵
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
効
果

は
、
長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
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報
告
者
　
阿
部
泰
藏
）

こんな活動もしています
レポート
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10
月
28
日
、
伊
達
市
梁
川
町

に
新
設
さ
れ
た
あ
ん
ぽ
柿
加
工

選
別
包
装
施
設
「
あ
ん
ぽ
工
房

み
ら
い
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

あ
ん
ぽ
柿
は
生
産
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
生

産
性
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
あ
ん
ぽ
工
房
み
ら

い
」
で
は
、
あ
ん
ぽ
柿
を
継
承

す
る
た
め
に
先
進
的
技
術
を
導

入
し
、
消
費
動
向
に
合
わ
せ
た

商
品
の
開
発
を
行
っ
て
安
定
し

た
生
産
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま

す
。

　

今
ま
で
の
農
家
の
方
々
の
や

り
方
と
食
味
に
違
い
は
な
い
の

か
な
ど
課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す

　

10
月
18
日
、
19
日
、
歴
史
的

風
致
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
地
山
形
県
鶴
岡
市
と
、
地
方

創
生
の
先
進
地
同
県
川
西
町
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

①
鶴
岡
市
の
取
り
組
み

　

鶴
岡
市
は
、
市
街
地
の
歴
史

遺
産
と
明
治
時
代
の
開
拓
地
の

絹
産
業
、
出
羽
三
山
神
社
の
合

計
３
つ
の
区
域
の
歴
史
的
遺
産

を
持
ち
、
地
域
の
人
々
と
相
談

し
、
協
力
を
得
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

古
く
て
も
良
い
も
の
は
残

し
、
時
代
に
合
っ
た
必
要
な
も

の
は
建
築
す
る
と
い
う
考
え
が

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

②
川
西
町
の
ま
ち
づ
く
り

　

川
西
町
は
、
地
区
ご
と
に
自

治
会
を
設
け
、
市
か
ら
配
分
さ

れ
た
予
算
を
使
っ
て
、
地
区
に

必
要
な
も
の
を
自
治
会
で
決
め

て
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
最
も

　

10
月
17
日
、
18
日
に
空
き
家

対
策
の
先
進
地
で
あ
る
三
重
県

伊
勢
市
河
崎
地
区
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

河
崎
地
区
は
、
水
上
輸
送
に

よ
り
江
戸
時
代
中
期
に
は
大
き

な
問
屋
街
に
発
展
し
、
伊
勢
神

宮
の
参
宮
客
で
賑
わ
い
伊
勢
の

台
所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
輸

送
が
水
上
か
ら
陸
上
に
変
わ
っ

て
も
街
並
み
や
空
き
蔵
が
残
っ

が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
今
ま
で
に
な
い
安
定
し
た

生
産
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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消
費
者
に
よ
り
安
全
で

お
い
し
い
あ
ん
ぽ
柿
を

市
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る（
鶴
岡
市
）

空
き
蔵
を
修
復
し
た
伊
勢
河
崎

商
人
館
で
学
ぶ

あ
ん
ぽ
柿
の
安
定
し
た

　
　
　
　

生
産
に
向
け
て

歴
史
ま
ち
づ
く
り
及
び

　

地
方
創
生
の
先
進
地
調
査

空
き
家
対
策
の
先
進
地
を
調
査

総
務
文
教

産
業
建
設


